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～志成館 LIFE を始めるにあたって～ 
 

１年生担任 甲斐 雄一郎 

 

 新しい春が来た～♪新入生のみなさん、入学おめでと

うございます！新しく転入して来た２，３年生もおめで

とうございます！そして、今年で志成館での勤務が１０

年目になる私もおめでとう！ 

 

 これから、志成館での生活が始まります。志成館は普

通の学校と比べて自由です。ただ、ここでいう「自由」

はゲームの中でいう「自由」とは少～し違ってきます。

ゲームの中で自由に草原を駆け回る、空を飛ぶは物理の

法則を完全無視、キャンセルしまくっています。ゲーム

のような速さで走れば、足の骨はバキバキに砕けて、ゲ

ームのように空をぐるぐる旋回したら内臓や三半規管

に負担がかかり、ゲロゲロしたり、重力で意識がどこか

へ飛んでいったりします。 

 

 つまり、ゲームの中の「自由」はとんでもないバフ（能

力強化）がかかっています。ゲーマーである私も人のこ

と言えませんが、みなさんはこのゲームの「自由」の方

が馴染み深いのではないでしょうか。中にはゲームの中

の「自由」と現実世界の「自由」を同じように捉えてい

た人もいるかと思います。 

 

 現実の自由はいろんな物理の法則、法律や社会のマナ

ーに縛られまくっていまいて、「人生、ハードモードじ

ゃん」と思うかもしれません。しかし、まだ皆さんは高 

校生であり、志成館の生徒です。志成館ではゲームの序

盤やチュートリアルにあたる部分で先生たち（先輩たち

も！）がバフ代わりになってくれます。 

 

 「何をしたらいいのか、わからない！」時はとりあえ

ず、先生たちのところへ行きましょう！一緒に遊んでく

れたり、話を聞いてくれたり、ヒントをくれたりします。

「そんなコミュ力あったら苦労しないって！」という方、

先生や先輩のいる部屋でウロウロしてみてください。す

ぐにメッセージに気づいてくれます。声をかけるだけが

コミュニケーションではないのです。 

 

 基本的に先生たちや先輩たちがバフ代わりになって

くれますが、ゲームの中とは違ってくるところは相手が

同じ人間だということです。なので、助けてもらった時

は「ありがとう」を心がけてもらいたいです。最初は緊

張しているから難しいと思います。だから、その時は笑

顔を見せてくれたり、仕草で感謝の意を示してくれたり

するといいです。声に出せたら１００点満点、仕草や表

情なら８０点でそのうち、１００点取れるように練習し

ましょうね、ということです。 

 

 助けてくれるであろう先輩達、

彼ら彼女らもバフをかけても

らっていた人たちなんですよ。

それでは、一緒に志成館ライフ

を楽しんでいきましょう！ 
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日 曜 4 月の予定 

１ 月  大受】新学期プレ講座 

２ 火  

３ 水   

４ 木   

５ 金   

６ 土   

７ 日  

８ 月   

９ 火  

10 水  高校】味噌天神ボランティア 

11 木   

12 金 2・3年】始業式 

13 土  高校】入学式 

14 日   

15 月 高校・大受】オリエンテーション 

16 火  高校・大受】授業開始 １年】午前中授業 

17 水   

18 木  

19 金 高校】新入生歓迎会 

20 土  

21 日  

22 月  

23 火  

24 水  

25 木 高校】バス旅行（グリーンランド） 

26 金  （入学式の）振替休日 

27 土  

28 日  

29 月  祝日「昭和の日」 

30 火   

31 水   

＜高等学院＞ 

新年度の始まりです。入学式

（ 4/13( 土 ) ） に 新 入 生 歓 迎 会

（4/19(金)）、バス旅行（4/25(木)）

とたくさんのイベントが実施されま

す。 

同封の案内プリントを必ず確認して

ください。 

＜大学受験科＞ 

大学受験科の授業を受講

予定の方は必ずオリエンテ

ーション（4/15(月)午後）

に参加してください。志望

校や受講科目のアンケート

を実施します。 
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キヨジイの“たわごと”① 

昨年度までの「キヨジイ」シリーズは、著名人が言

った素敵なセリフを紹介する「キヨジイの“ちょっといい話”」

でしたが、今年度からは、キヨジイが感じていることを勝手に

語る「キヨジイの“たわごと”」をお送りします。 

 

第 1 回は… 

「2 番目にやりたいことを仕事に！」 
です。 

高校・予備校時代の私の将来の夢は、マスコミ関係の仕事＝

新聞や雑誌の記者になることでした。それで、経済学部のある

大学を目指していました。しかし、当時の「共通一次テスト（現

在の共通テストに相当）」で目標とする点数が取れなくて、急

遽、教育学部に志望変更しました。教育学部ならどの県の大学

ででも教員免許が取れるからです。結果的に今の自分があり良

かったと思っています。中学校時代の夢は教師になることでし

たから‥(^^♪ （実は、当時は中学校の国語の先生を目指し

ていました！) 

新聞記者になる夢は叶いませんでしたが、今は地元新聞の読

者欄に投稿することで、新聞に記事を載せるとい

う夢は叶いました。「2 番目にやりたいことを仕

事に！」というのは、そんなことかなぁと思いま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 国語担当の木本です。今年度から、学校にいる時間が長くな

ります。大学受験を中心にした学生のみなさんのサポートに、

多くの時間をかけることができるように努力します。よろしく

お願いします。 

 「言葉の魅力」ここでは、みなさんより、とてつもなく長く

生きてきた私の経験を中心に、その魅力について、いくつか紹

介していきます。もちろん言葉というものは、その文字だけで

なく、音声としての言語と連動しています。したがって、それ

が使われる場面、人間関係などで、微妙に意味合いがずれたり、

時には全く違ったりする、という怖いものでもあります。若い

みなさんでも、経験がある人はいるでしょう。SNS 上での文

字のトラブルなど・・・。おっと、魅力から離れてしまいまし

た。このコーナーを通じて、言葉の魅力に出合い、それが、み

なさんの、より豊かな言語生活に、また小論文などに活かすこ

とにつながればうれしいです。最後に、次回の予告です。それ

は「はい。」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さん、新年度のはじまりです。始まりの季節ということで、

心がぴょんぴょんするんじゃぁ、といった感じです。あ、申し

遅れました、ワタクシ沖住と申します。 

 このコラムでは例年沖住を沖住たらしめる要素を紹介して

おります。これまで学生の頃に好きだったもの、趣味、音楽の

話などを書いてきました。 

「いかにして沖住は沖住になったのか」皆さんにとって、そ

んなものには興味がないかも知れません。しかし、皆さんが自

分自身を振り返ったとき、自分を構成する属性・要素をあらた

めて探ることで自分の新たな一面に気付けるかもしれません。

私のコラムはそのためのモデルケースとして考えていただけ

れば幸いです。 

最後に、次回以降のために私の紹介を簡単に。 

名前は沖住純、今年で４２歳になるおじさん（とある調査で

は、日本人の考えるおじさんになる年齢は４３歳なので、正確

には準おじさんです。つまり純準おじさんです。年齢の割に肌

に潤いもあるので、結局、純潤準おじさんです）。暇つぶし程

度にギターを弾き、ウマ娘には課金する。好きな音楽はフォー

クソングで、特に好きな歌手は友部正人。そんな奴です。よろ

しくお願いします。 

 

 

 

 

【味噌天神清掃ボランティア】 

 ４月１０日（水） 

 味噌天神宮の掃除 

  時間   午前 ９：００ ～ 

  集合場所 志成館 １F 

  

【新入生歓迎会】 

 ４月１９日（金） 

 生徒会の先輩が新入生のみなさんのために企画します。例年

は学校生活紹介の動画やクイズ、賞品てんこ盛りのビンゴな

ど、その場にいるだけで楽しい会です。おやつも準備してあり

ますよ。 

 

【グリーンランド/バス旅行】 

 ４月 25 日（木） 

 ４月の授業で友達を作って参加するも良し、その場で友達を

作っても良し、絶叫系が苦手な先生たちを追い回すも良し、と

いうイベントです。いつの間にか先輩・後輩とも仲良くなった

りすることもよくありますよ。参加して損はありません！ 

             

志成館・文字で読む職員室 

 

GO!GO! 
イベント＆ボランティア！

＋α 

 



 

 

 

 令和５年度 第１２回目のぐるぐるログでは、『３年生の書いた卒業文集』の一部を抜粋いたします。３年間の

高校生活を振り返って、また新たな生活への期待などなど、卒業生の気持ちを少し覗いてみましょう。それでは、

レッツぐるぐるウォッチっち！ 

 

☆私は、この三年間コロナ禍もあり行事にはあまり参加できませんでした。しかし友達との会話や授業など日

常に思い出があり、とても楽しい三年間でした。高校生活を楽しいものにしてくれた友達や先生方に感謝してい

ます。この三年間で得た経験を活かして大学生活を豊かなものにいていきたいです。（令和３年４月新入） 

 

☆初めに、先生方、クラスメイト、後輩、事務を担当されていた方々、そして家族へ深く感謝申し上げます。

高校卒業まで温かく見守り、支えて下さって本当にありがとうございました。 

   高校最後の 1 年間は主に受験勉強に励みました。まだ頑張れる余地はあったと反省する面もありつつ、長期

的な計画を立てることや結果を出すために工夫してみたりと、自分を見つめることが出来たと都合よく理解して

います。しんどいと思うこともありましたが、それ以上に楽しいこともありました。学校行事などの大きなイベ

ントから友達と話した日常まで、こうして振り返るとしみじみ思い出されます。 

  最後に、頂いた沢山の言葉とても励みになりました。この学校の思い出はどれも色あせることはないと思いま

す。学校の皆はどの人も大変親切で、心穏やかな学校生活でした。私の自慢の母校です。ありがとうございまし

た。（令和５年４月転入） 

  

☆志成館に在籍することが出来て、本当に良かったです。体調を崩して転校してきて私にとって、自分のペー

スで行ける志成館は最高でした。体調が悪くても、家で言語の勉強をしたり、編み物をしたりするなど、様々な

趣味で充実していました。 また、大切な友だちがいることも、進路で悩んだこともいい経験になりました。あ

りがとうございました。（令和４年５月転入） 

 

☆僕は去年の４月に志成館に来ました。 最初はやりたい勉強も苦手

意識がついてしまっていて、うまくできませんでしたが先生 がサポー

トしてくれたり、職員室で一緒に勉強したりしてくる友達が居てくれた

おかげで今では自分から積極的に学びに行くようになりました。 

この学校に通ってとても成長できたと感じます。（令和５年４月転入） 

 

 


